
HIV陽性者参加支援スカラシップ委員会

第26回日本エイズ学会学術集会HIV陽性者参加支援スカラシップ

大平勝美

HIV陽性者の日本エイズ学会への参加を促すこと。

・55名のHIV陽性者がスカラシップを通じて学会に参加した。

・報告書1,000部を発行し、医療機関やNGO等に配布した。

・HIV陽性者による学会参加報告会を開催し、46名が来場した。

対象となった
人数

HIV陽性者55名（応募58名、辞退2名、不合格1名）

具体的な
活動内容

・委員会の開催、打ち合わせ（4/20,7/30,10/12,3/13）
・趣意書の作成、募集要項の作成

・各構成団体による募集要項を配布、E-mail、WEBサイトによる広報（7月～

10月）

・選考（10/12）
・スカラシップ支給の可否を通知（10/15）
・スカラシップ受給者に助成金を振込（11/15）
・第26回日本エイズ学会、受給者への参加登録証受け渡し（11/15）
・受給者に対しレポート提出依頼リマインド（11/28）
・「第26回日本エイズ学会参加報告書」の編集（12/17～）、印刷

・各構成団体による医療機関、NGO、行政、受給者等への報告書送付

・「HIV陽性者による第26回日本エイズ学会参加報告会」の広報（12月～1月）

・報告会の開催（2/3、参加者数46名）

※詳細は、以下をご覧下さい。

報告書(http://www.ptokyo.com/images/Scholarship_Report_2012.pdf)

事
業
実
績

平成24年度エイズ予防財団助成事業実績報告書

実施団体

実施事業名

団体代表者

事業の目的

事業の達成度


